
安
倍
政
権
の
9
条
改
憲
へ
の

強
行
方
針
、
森
友
・
加
計
疑
惑

に
か
か
わ
る
公
文
書
改
ざ
ん
問

題
に
対
す
る
ご
う
ご
う
た
る
国

民
の
批
判
、
�
安
倍
内
閣
総
辞

職
�
の
声
が
日
ご
と
に
拡
大
す

る
中
、
小
池
都
政
の
あ
り
方
を

示
す
2
0
1
8
年
度
予
算
案
を

審
議
す
る
第
1
回
定
例
都
議
会

（
2
月
21
日
〜
3
月
29
日
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

都
予
算
の
編
成
で
何
よ
り
求

め
ら
れ
た
の
は
、
安
倍
暴
走
政

治
の
も
と
で
苦
し
む
都
民
の
叫

び
、
願
い
に
ど
う
応
え
る
か
。

そ
し
て
、
都
民
と
の
約
束
を
守

る
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
都
民
の
暮
ら
し
、

福
祉
の
厳
し
い
実
態
へ
の
小
池

都
政
の
態
度
は
、
冷
た
い
も
の

で
し
た
。

今
年
4
月
か
ら
国
民
健
康
保

険
の
制
度
が
変
わ
り
、
都
道
府

県
も
区
市
町
村
と
と
も
に
財
政

運
営
の
主
体
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
東
京
都
が
区
市
町
村

に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
解
消
す
る
方
針
を
示
し

た
た
め
、
保
険
料
（
税
）
の
値

上
げ
は
都
民
の
負
担
の
限
界
を

超
え
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
待
機
児
対
策
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
費
な

ど
政
策
的
に
解
決
を
迫
ら
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
本

共
産
党
都
議
団
の
提
案
、
都
民

運
動
が
反
映
し
、
政
策
展
開
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

小
池
都
政
の
根
幹
が
問
わ
れ

る
「
豊
洲
問
題
」
に
つ
い
て
、

小
池
知
事
は
、
昨
年
7
月
の
都

議
選
直
後
「
食
の
安
全
・
安
心

を
守
る
」
「
築
地
は
守
る
」
と

い
う
公
約
を
投
げ
捨
て
て
、
移

転
推
進
に
か
じ
を
切
り
、
予
算

も
豊
洲
移
転
を
前
提
に
、
築
地

市
場
敷
地
内
を
通
す
環
状
2
号

線
の
用
地
取
得
費
を
計
上
し
ま

し
た
。
豊
洲
は
、
深
刻
な
土
壌

汚
染
が
何
ら
解
決
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
移
転
中
止
こ
そ
決
断
す

べ
き
で
す
。

ま
た
、「
国
際
金
融
都
市
・
東

京
」「
大
都
市
改
造
改
革
」、1
㍍

1
億
円
の
外
郭
環
状
道
路
や
特

定
整
備
路
線
な
ど
の
道
路
建
設

は
引
き
続
き
推
進
。
大
型
客
船

専
用
ふ
頭
に
1
1
6
億
円
を
つ

ぎ
込
み
ま
す
。
削
減
が
求
め
ら

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
経
費
に
17

年
度
比
で
2
・
3
倍
の
1
1
4

6
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

都
営
住
宅
の
新
規
建
設
は
19
年

連
続
で
ゼ
ロ
。
シ
ル
バ
ー
パ
ス

の
負
担
軽
減
や
適
用
拡
大
、
小

中
学
校
の
少
人
数
学
級
推
進
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
定
例
会
に
憲
法
違
反
と
の

批
判
が
上
が
る
「
東
京
都
迷
惑

防
止
条
例
改
正
案
」
が
提
出
さ

れ
、
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
知
っ
た
市
民
か
ら
反
対
世
論

が
広
が
り
、
革
新
都
政
を
つ
く

る
会
は
、
「
条
例
改
正
」
の
強

行
に
断
固
と
し
て
抗
議
す
る
声

明（
別
添
）を
発
表
し
ま
し
た
。

市
民
監
視
、
表
現
、
集
会
な
ど

の
抑
圧
に
つ
な
が
る
条
例
の
撤

回
を
求
め
る
と
と
も
に
、
警
察

権
力
に
よ
る
濫
用
を
許
さ
な
い

た
め
に
た
た
か
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

―

◇

―

◇

―

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、

�
小
池
都
政
誕
生
か
ら
1
年
8

カ
月
―
安
倍
暴
走
政
治
に
追
随

す
る
都
政
を
告
発
�
を
テ
ー
マ

に
、
都
政
転
換
へ
の
ス
テ
ッ
プ

の
位
置
づ
け
と
し
て
「
小
池
都

政
を
ど
う
見
る
か
4
・
27
集
会
」

（
2
面
）
を
開
催
し
ま
す
。

自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部

は
3
月
22
日
、
全
体
会
合
が
開

催
さ
れ
、安
倍
首
相
の
九
条
1
、

2
項
を
残
し
て
自
衛
隊
を
憲
法

に
明
記
す
る
案
が
主
軸
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
会
内
で
の
改
憲

勢
力
は
数
の
力
で
今
次
通
常
国

会
で
改
憲
を
発
議
し
、
秋
に
は

国
民
投
票
を
行
と
い
う
シ
ナ
リ

オ
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
森
友

疑
惑
で
の
文
書
改
ざ
ん
事
件
に

対
す
る
国
民
の
怒
り
と
野
党
の

共
同
が
、
安
倍
政
権
を
追
い
詰

め
て
き
て
い
ま
す
。

東
京
自
治
労
連
の
各
単
組
・

局
支
部
で
は
、「
私
た
ち
は
二
度

と
赤
紙
は
配
ら
な
い
」
を
胸
中

に
、
「
全
国
統
一
署
名
」
10
万

筆
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
署

名
の
意
義
と
重
要
性
を
学
ぶ
取

り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

単
組
の
春
闘
討
論
集
会
で
、

憲
法
の
価
値
と
改
憲
の
問
題
を

学
び
、
ま
た
、
憲
法
講
演
会
を

開
催
し
、
憲
法
の
大
切
さ
を
共

有
化
し
、
署
名
推
進
の
意
思
統

一
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

署
名
ハ
ガ
キ
の
取
り
組
み
で

は
、
約
8
万
枚
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
、
新
聞
折
り
込
み
の
実
施
を

提
起
し
、
住
民
の
方
か
ら
、「
娘

の
家
に
ハ
ガ
キ
が
入
っ
て
い
た

が
、
家
に
も
ほ
し
い
」
「
自
分

で
も
署
名
を
広
げ
た
い
の
で
送

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
9
条
改
憲
は
、
単
に
国

民
の
意
識
の
中
の
自
衛
隊
を
書

き
込
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
憲
法
に
書
き
込
ま
れ
る
自

衛
隊
は
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に

積
極
的
に
海
外
で
戦
争
す
る
軍

隊
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

す
。戦
争
す
る
国
、殺
し
殺
さ
れ

る
軍
隊
も
持
つ
国
へ
の
道
を
許

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
国
会
を

大
き
く
包
囲
し
、
署
名
運
動
を

前
進
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
校
教
育
の
内
容
へ
の
行
政

機
関
を
通
し
た「
不
当
な
支
配
」

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
月
16
日
の
都
議
会
文
教
委

員
会
で
自
民
党
古
賀
都
議
が
攻

撃
し
た
足
立
区
立
中
学
校
で
の

性
教
育
の
授
業
に
対
し
て
、
都

教
委
が
こ
れ
を
調
査
し
「
不
適

切
」
と
し
て
、
指
導
す
る
と
し

て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
中
学
校
や
足
立
区

教
委
は
「
人
権
教
育
と
し
て
位

置
づ
け
た
大
事
な
授
業
」
と
し

て
お
り
、
保
護
者
や
区
内
の
教

員
に
も
開
か
れ
た
公
開
の
授
業

と
し
て
行
わ
れ
た
実
態
か
ら

も
、
都
教
委
の
「
不
適
切
」
判

断
は
あ
ま
り
に
権
力
的
と
批
判

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

政
治
的
背
景
の
あ
る
意
向
を

受
け
て
、
行
政
が
個
別
学
校
の

教
育
内
容
に
直
接
権
力
的
介
入

す
る
こ
と
は
、
前
川
前
文
部
事

務
次
官
の
中
学
校
で
の
講
演
に

対
し
て
行
っ
た
文
科
省
の
調
査

と
同
様
、
厳
し
く
戒
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

ま
し
て
古
賀
議
員
は
、
2
0

0
3
年
の
七
生
養
護
学
校
（
当

時
）
の
性
教
育
に
介
入
し
、
都

教
委
が
不
当
な
処
分
を
行
っ
た

裁
判
で
、
「
教
育
に
対
す
る
不

当
な
支
配
」
で
あ
る
と
し
て
敗

訴
が
確
定
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
も
同
じ
構
図
で
す
。

政
治
的
権
力
を
背
景
に
学
校

現
場
を
委
縮
さ
せ
な
が
ら
、「
教

育
改
革
」
と
称
し
て
政
治
権
力

に
従
順
な
学
校
教
育
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
手
法
は
、
石
原
都

政
以
来
変
わ
ら
ぬ
東
京
の
教
育

行
政
の
最
大
の
悪
癖
と
な
っ
て

い
ま
す
。

不
当
な
政
治
介
入
か
ら
教
育

現
場
を
守
る
立
場
こ
そ
が
教
育

行
政
に
本
来
的
に
求
め
ら
れ
る

も
の
で
す
。

防
衛
省
の
組
織

ぐ
る
み
の
文
書
隠

蔽
か
。
イ
ラ
ク
派

兵
の
日
報
の
存
在

が
1
年
以
上
国
会

に
も
、
国
民
に
も

隠
さ
れ
て
い
た
。

大
臣
の
国
会
答
弁

に
合
わ
せ
て
非
公
表
を
決
め
た

の
か
、
組
織
を
守
る
た
め
に
大

臣
に
す
ら
報
告
し
な
か
っ
た
の

か
。
ま
だ
真
相
は
明
ら
か
で
は

な
い
▼
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

て
私
は
突
飛
か
も
し
れ
な
い

が
、
1
9
3
1
年
の
「
満
州
事

変
勃
発
」
を
思
っ
た
。
中
国
東

北
部
に
派
兵
さ
れ
て
い
た
関
東

軍
が
謀
略
を
仕
組
み
、
軍
事
行

動
を
開
始
、
4
か
月
後
に
は
満

州
全
土
を
占
領
し
た
。
事
実
上

の
日
中
戦
争
の
始
ま
り
で
あ
る

▼
当
時
の
若
槻
内
閣
は
戦
線
の

「
不
拡
大
方
針
」
を
声
明
し
た

が
、
関
東
軍
は
既
成
事
実
を
理

由
に
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
だ
。

政
府
の
方
針
が
あ
っ
て
も
、
派

兵
さ
れ
た
軍（
実
力
組
織
）が
、

既
成
事
実
を
積
み
重
ね
る
こ
と

で
戦
争
が
始
ま
る
の
だ
▼
い

ま
、
防
衛
省
の
な
か
で
、
制
服

組
（
実
力
組
織
）
の
権
限
が
強

化
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
南
ス

ー
ダ
ン
や
イ
ラ
ク
の
自
衛
隊
に

何
が
あ
っ
た
の
か
国
民
も
国
会

も
検
証
で
き
な
い
。
情
報
が
隠

さ
れ
て
い
て
い
る
か
ら
▼
「
歴

史
は
く
り
か
え
す
」と
い
う
が
、

く
り
か
え
し
て
は
な
ら
な
い
の

だ
。
財
務
省
、
文
科
省
、
厚
労

省
と
文
書
の
改
ざ
ん
、
偽
の
デ

ー
タ
ー
、
学
校
現
場
や
メ
デ
ィ

ア
へ
の
恫
喝
。
も
う
、
一
省
庁

の
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
内
閣

に
政
治
は
ま
か
せ
ら
れ
な
い
。

ま
し
て
、
憲
法
に
手
を
つ
け
る

な
ん
て
。
（
の
）

自
治
体
労
働
者
が
二
度
と

戦
争
に
加
担
し
な
い
た
め
に

石原都政以来の
大型開発優先の２０１８年度東京都予算
石原都政以来の
大型開発優先の２０１８年度東京都予算

学
校
教
育
へ
の「
不
当
支
配
」

人
権
教
育
の
大
事
な
授
業

小池都政安倍暴走政治追随の安倍暴走政治追随の

2018年4月15日

2018年4月15日）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（都 民 が つ く る 革 新 都 政（毎月1回・15日発行）
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18
国
民
春
闘
前
段
に
お
け
る

回
答
初
回
の
集
計
で
は
、
生
活

改
善
要
求
に
対
し
て
十
分
な
回

答
で
な
い
も
の
の
、
加
重
平
均

は
5
、
3
6
9
円
、
前
年
同
期

比
43
円
増
で
す
。
春
闘
後
段
で

も
、
要
求
に
確
信
を
も
っ
て
粘

り
強
く
闘
い
、
上
積
み
を
勝
ち

取
る
べ
く
意
思
統
一
し
て
い
ま

す
。3

月
15
日
の
全
国
統
一
行
動

で
は
、
全
国
で
24
万
人
が
職
場

・
地
域
で
の
行
動
に
立
ち
上
が

り
、
大
幅
賃
上
げ
と
と
も
に
安

倍
働
き
方
改
悪
反
対
と
9
条
改

憲
阻
止
を
訴
え
ま
し
た
。

一
方
、
連
合
を
中
心
と
し
た

大
企
業
労
組
の
回
答
状
況
は
、

内
部
留
保
に
は
手
を
付
け
ず
、

昨
年
を
上
回
る
と
は
い
え
賃
上

げ
は
3
％
に
届
か
な
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
実
質
賃

金
が
減
少
し
消
費
が
さ
ら
に
冷

え
込
め
ば
、
日
本
経
済
の
底
が

割
れ
ま
す
。
多
少
の
賃
上
げ
で

は
、
増
税
・
社
会
保
障
の
負
担

・
物
価
高
に
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
や

地
域
経
済
の
活
性
化
で
内
需
を

拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

デ
ー
タ
ね
つ
造
へ
の
批
判
を

受
け
、安
倍
政
権
は「
働
き
方
改

革
法
案
」
か
ら
財
界
の
最
重
点

要
求
で
あ
っ
た
裁
量
労
働
制
の

適
用
拡
大
を
削
除
し
ま
し
た
。

一
貫
し
て
制
度
改
悪
に
反
対
し

て
き
た
私
た
ち
の
闘
い
の
大
き

な
成
果
で
す
。
森
友
学
園
問
題

で
真
相
を
隠
ぺ
い
し
て
幕
引
き

を
図
る
こ
と
は
、
決
し
て
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
内
閣
退
陣
を
迫
り

徹
底
究
明
を
求
め
ま
す
。

春
闘
後
段
で
は
、
さ
ら
な
る

賃
上
げ
と
安
定
雇
用
で
地
域
活

性
化
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。
非

正
規
の
要
求
を
か
か
げ
、
企
業

内
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求

め
ま
す
。
3
0
0
0
万
署
名
を

職
場
・
地
域
に
広
げ
、
安
倍
内

閣
退
陣
に
む
け
、
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
部
地
協
18
春
闘

決
起
集
会
＝
2
0
1
8
年
3
月

鈴
木
都
政
に
は
こ
う
し
た
政

府
・
財
界
に
と
っ
て
の
「
安
上

が
り
政
府
」
の
モ
デ
ル
づ
く
り

と
い
う
役
割
が
課
せ
ら
れ
た
わ

け
で
す
。山

本
正
雄

都
政
黒
書

革
新
都
政
が
倒
さ
れ
、
自
公

与
党
の
保
守
都
政
が
生
ま
れ
た

1
9
7
0
年
代
か
ら
80
年
代
に

か
け
て
、
世
界
で
は
ア
メ
リ
カ

中
心
の
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体

制（
国
際
通
貨
体
制
）が
崩
れ
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
の
シ

ス
テ
ム
に
依
存
し
た
フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ
ム
・
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
経

済
政
策
が
危
機
に
直
面
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
危
機
感
を
い
だ

い
た
欧
米
先
進
諸
国
で
は
、
市

場
原
理
優
先
の
新
自
由
主
義
が

台
頭
す
る
こ
と
と
な
り
、
1
9

7
3
年
に
は
米
欧
日
の
「
先
進

工
業
民
主
主
義
国
」
で
構
成
さ

れ
る
「
三
極
委
員
会
」
が
ア
メ

リ
カ
の
大
財
閥
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
の
提
唱
で
立
ち
あ
げ
ら

れ
、
そ
の
2
年
後
に
は
先
進
6

カ
国
に
よ
る
「
サ
ミ
ッ
ト
（
主

要
国
首
脳
会
議
）
」
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
先
進
資
本
主
義
国

間
で
の
、
資
本
主
義
の
延
命
の

た
め
の
歩
調
を
あ
わ
せ
た
動
き

が
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
動
き
を
加
速

さ
せ
る
よ
う
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
政

権（
イ
ギ
リ
ス
・
1
9
7
9
年
）

レ
ー
ガ
ン
政
権
（
ア
メ
リ
カ
・

1
9
8
0
年
）中
曽
根
政
権（
1

9
8
2
年
）
と
い
う
超
保
守
、

市
場
原
理
主
義
の
政
権
が
あ
い

つ
い
で
誕
生
す
る
こ
と
と
な

り
、
戦
後
つ
づ
い
た
「
福
祉
国

家
」
の
否
定
と
む
き
出
し
の
市

場
原
理
・
民
間
活
力
導
入
路
線

が
荒
れ
く
る
う
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
。

東
京
都
が
全
国
の
先
導
役

こ
う
し
た
も
と
で
1
9
7
9

年
に
知
事
に
就
任
し
た
鈴
木
都

知
事
は
、
就
任
後
た
だ
ち
に
私

的
諮
問
機
関
・「
東
京
都
財
政
再

建
委
員
会
」（
委
員
長
・
稲
葉
秀

三
産
業
研
究
所
理
事
長
、
日
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
協
議
会
顧

問
）
を
設
置
。
国
や
全
国
の
自

治
体
に
先
行
す
る
か
た
ち
で
、

「
都
市
経
営
論
」に
も
と
づ
く
、

都
市
開
発
と「
小
さ
な
政
府
論
」

「
自
助
論
」
民
活
路
線
を
都
政

に
持
ち
こ
ん
だ
の
で
す
。

臨
調
・
行
革
の
嵐

一
方
、
国
に
お
い
て
も
、
財

界
・
政
府
が
、
「
行
政
守
備
範

囲
縮
小
論
」
「
日
本
型
福
祉
論

（
相
互
扶
助
論
）
」
「
都
市
経

営
論
」
な
ど
を
声
高
に
叫
び
、

東
京
都
に
遅
れ
る
こ
と
2
年
。

「
行
政
改
革
は
神
の
声
、
天
の

声
、
地
の
声
」
な
ど
と
い
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
も
と
に
、
「
増

税
な
き
財
政
再
建
」
を
旗
印
に

し
た
「
第
2
次
臨
時
行
政
調
査

会
」
を
立
ち
あ
げ
、
①
土
地
利

用
や
都
市
開
発
規
制
の
緩
和
、

検
査
・
検
定
の
緩
和
、
②
国
鉄

・
電
電
・
専
売
の
3
公
社
の
民

営
化
、
③
福
祉
・
医
療
な
ど
の

社
会
保
障
制
度
の
縮
減
な
ど
が

打
ち
だ
し
ま
し
た
。

国
は
ま

た
、「
臨
時
行
政
改
革
審
議
会
」

（
1
9
8
3
年
）を
発
足
さ
せ
、

内
需
主
導
型
経
済
へ
の
転
換
が

打
ち
だ
す
な
ど
、
大
企
業
優
先

の
政
策
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
具
体
化

さ
せ
て
い
っ
た
の
で
す
。

攻
撃
の
的
は
都
民
サ
ー
ビ
ス

鈴
木
都
政
の
役
割
は
、
ま
さ

に
、
こ
の
財
界
戦
略
の
先
導
役

で
あ
り
、
地
方
か
ら
の
行
革
の

先
兵
と
な
る
こ
と
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
に
、
「
財
政
再
建
委
員

会
」
は
、
都
財
政
の
危
機
を
す

べ
て
革
新
都
政
時
代
の
失
敗
と

き
め
つ
け
、
①
都
民
サ
ー
ビ
ス

の
切
り
下
げ
、
②
公
共
料
金
引

き
上
げ
、
③
職
員
定
数
の
大
幅

削
減
な
ど
を
柱
と
す
る
答
申

（
都
財
政
再
建
の
方
策
）
を
策

定
。
鈴
木
都
政
は
こ
れ
を
都
民

の
反
対
を
押
し
き
っ
て
推
進
し

た
の
で
す
。

こ
の
答
申
に
も
と
づ
く
施
策

の
執
行
額
は
総
額
6
2
5
0
億

円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
9
割
が
福
祉
や
医
療
な
ど

の
削
減
、
国
保
料
金
・
上
下
水

道
料
金
・
都
営
交
通
な
ど
50
種

も
の
公
共
料
金
値
上
げ
、
都
職

員
の
定
数
削
減
な
ど
に
よ
る
も

の
な
の
で
す
。

福
祉
局
予
算
で
見
る
と
、
革

新
都
政
時
代
に
は
6
・
75
％
あ

っ
た
も
の
が
、
16
年
後
に
は
5

・
06
％
に
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
し
、
革
新
都
政
時
代
に
は

全
国
の
大
都
市
の
な
か
で
一
番

安
か
っ
た
水
道
料
金
が
も
っ
と

も
高
額
の
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に
転

落
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

卯
月
は
じ
め

東
京
都
が
2
0
2
0
年
完
成

を
目
指
し
て
建
設
を
す
す
め
る

都
市
計
画
道
路
特
定
整
備
路
線

（
28
路
線
25
㎞
）
に
対
し
て
、

沿
線
各
地
の
住
民
が
反
対
の
声

を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
反
対

運
動
や
裁
判
闘
争
を
進
め
て
い

る
各
地
域
住
民
が
一
堂
に
会
し

た
「
止
め
ろ
！

特
定
整
備
路

線
2
0
1
8
全
都
集
会
」
が
、

4
月
7
日
、
北
区
北
と
ぴ
あ
で

開
催
さ
れ
、
1
5
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
現
在
裁
判
で
国

の
事
業
認
可
取
り
消
し
を
求
め

て
争
っ
て
い
る
3
区
（
北
区
、

板
橋
区
、
品
川
区
）
5
路
線
、

1
再
開
発
地
域
の
住
民
訴
訟
に

直
接
関
わ
っ
て
い
る
弁
護
士
5

名
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
、
各
訴
訟
の
進
行
状
況

と
裁
判
の
争
点
、
再
開
発
事
業

の
か
ら
む
道
路
行
政
の
問
題
点

な
ど
が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
都
連
絡
会
事
務
局

の
末
延
渥
史
氏
か
ら
、
全
国
で

す
す
む
都
市
計
画
道
路
見
直
し

の
流
れ
に
つ
い
て
、
全
国
的
に

は
新
た
な
住
民
参
加
の
視
点
や

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て

見
直
し
が
進
行
し
、
す
で
に
2

3
5
6
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
き

て
い
る
の
に
対
し
、
東
京
都
の

廃
止
は
わ
ず
か
2
路
線
で
、
逆

に
強
引
に
道
路
建
設
を
す
す
め

る
と
い
う
対
応
の
異
常
さ
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
曽
根
は
じ
め

都
議
会
議
員
は
、
2
0
1
8
年

度
の
東
京
都
の
道
路
予
算
は
8

0
0
億
か
ら
6
0
0
億
へ
と
2

0
0
億
円
減
額
さ
れ
、
国
の
認

可
が
降
り
て
も
実
際
に
は
進
捗

で
き
て
い
な
い
特
定
整
備
路
線

の
事
業
予
算
を
減
ら
さ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
皆

さ
ん
方
住
民
の
闘
い
が
都
を
追

い
込
ん
で
き
て
い
る
成
果
で
あ

る
と
報
告
し
ま
し
た
。

集
会
は
都
知
事
が
「
裁
判
で

争
う
こ
と
を
や
め
、
住
民
追
い

出
し
・
ま
ち
壊
し
の
特
定
整
備

路
線
の
建
設
を
中
止
し
、
建
物

耐
震
化
の
推
進
な
ど
、
東
京
を

都
民
が
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け

ら
れ
る
街
に
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
」
決
議
を
採
択
し
て
終

了
し
ま
し
た
。

在日米軍は4月5日、米空軍特殊作戦機ＣＶ22オスプレイ5機を横田基地に飛来させまし
た。これは3日に在日米軍が発表したオスプレイの前倒し常駐配備（今年の夏ごろに5機、
その後数年間で段階的に計10機、約450人の兵員を配置）の一環として、実施されたもので、
横田基地を特殊作戦の前線基地とし、住民のいのちと平和な街を危険にさらすものです。し
かも、その発表は3月16日に米軍から日本政府に伝えられていたにもかかわらず、米軍いい
なりに公表を控えＣＶ22が横浜に到着した日に発表したのです。絶対に許せません。断固と
して配備撤回を求めて、たたかうことを表明します。
＜中略＞
オスプレイが配備される横田基地では、夜間訓練やパラシュート降下、低空飛行などの訓
練が実施されることになり、周辺住民や自治体が反対の声をあげています。学校や保育園、
福祉施設や病院が密集する住宅地上空で、危険な訓練を繰り返し、騒音をはじめ安心して暮
らせる環境を破壊することなど絶対にあってはなりません。米軍がまとめたニューメキシコ
州キャノン空軍基地で、環境影響評価書では住宅密集地を回避するなどが明記されています。
革新都政をつくる会は、日本の平和と都民の安全を守るために、以下のことをつよく求め
ます。
1 アメリカ政府はＣＶ22の日本配備、横田基地配備を中止すること。
2 安倍内閣は戦争をする国づくりと対米追随をあらため、ＣＶ22オスプレイの横田基地配
備に反対すること。

3 小池都知事は、1300万人都民の生命を守るという自治体の長としての使命を自覚し、米
空軍ＣＶ22オスプレイの横田基地配備を撤回させるための行動を直ちに起こすこと、基地
周辺の5市1町をはじめ各自治体と共同して、都民的な配備反対運動にとりくむこと。

4 首都に外国の軍隊の基地のある国は日本を除いてありません。その米軍横田基地は、日
米ガイドラインに基づき、戦争法（安保法制）によって攻撃型の戦略拠点へと一層強化さ
れ、関東の上空は「空域横田エリア」として米軍に支配されています。憲法9条に反する
軍事基地は撤去し、日本に返還すること。

以上＜全文は「会」ホームページに掲載＞

2018年4月9日
革新都政をつくる会

特
定
整
備
路
線
建
設
中
止
求
め

る
集
会
＝
2
0
1
8
年
4
月
7

日

安倍内閣退陣 9条改憲阻止
「働き方一括法案」断念へ
安倍内閣退陣 9条改憲阻止
「働き方一括法案」断念へ

街
壊
し
道
路
計
画
中
止
を

１８国民春闘引続き闘い

止
め
ろ
！
特
定
整
備
路
線

全
都
集
会

第２臨調と鈴木都政

米空軍ＣＶ－22オスプレイの横田基地配備に抗議し、配備撤回を求める声明

鈴木都政１６年②４

（2）第420号（毎月1回・15日発行）都 民 が つ く る 革 新 都 政）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（2018年4月15日
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